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厚生労働省
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岩手県警察本部
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岩手県立図書館
岩手県議会図書室
盛岡市立図書館
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原敬記念館
野村胡堂・あらえびす記念館
石鳥谷歴史民族資料館
宮沢賢治イーハトーヴ館
宮沢賢治記念館
後藤新平記念館

東京大学
一橋大学
順天堂大学
拓殖大学
日本医科大学
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岩手県医師会
盛岡市医師会
日本赤十字社 岩手県支部
岩手県立大槌病院
滝沢中央病院
岩手済生医会
三田記念病院

岩手日報社
岩手日日新聞社
朝日新聞社
産業経済新聞社

いわて花巻空港
小岩井農牧
カメラのキクヤ
佐藤写真館
田口写真機店
ライト写真館
料亭 田中
村源
森永乳業 盛岡工場

櫻山神社
東禅寺
報恩寺

岩動 孝
伊東 圭三郎
今泉 利雄
上杉 智恵子
内城 弘隆
小野 繁
小野寺 正二
小原 守夫
利部 輝雄

國本 一
後藤 英樹
坂本 信行
佐々木 絵梨子
佐々木 啓子
佐々木 慎也
佐々木 綱武
佐藤 淑子
澤野 泉
杉立 彰夫
相馬 武彦
高橋 喜代志
高橋 邦幸
高橋 信子
高山 和夫
竹林 伊美子
田﨑 農巳
玉川 靖則
照井 孝子
中浜 聖美
二宮 由香里
舟越 恵子
松本 静毅
三浦 雅子
村井 軍一
森 荘祐
昆野(旧姓 森)三紗
八木 忍
山田 公一
山田 政行
吉田 義昭
若谷 祥子
和田 博泰
渡辺 新一
渡邊 美子

（五十音順・敬称略）

資 料 提 供・取 材 協 力

本記念誌制作にあたり各方面より多大なるご協力、ご助力を賜りました。
この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

後 　 記

　創立者・三田俊次郎は、明治30年（1897）4月20日に

私立岩手病院を開設した際、医学講習所を併置し、医

師養成をスタートさせていました。そのことに鑑み、本学

の創立年を、岩手医学専門学校設立の昭和3年（1928）

から、岩手病院開設の明治30年（1897）に改めました。そ

こで、平成29年（2017）4月20日が、創立120周年を迎え

る記念すべき節目の時となったのです。

　創立理念に思いをいたし、新たな歴史を開拓する決

意の証として、さまざまな記念事業が計画されました。そ

の一環として、ここに本誌『岩手医科大学創立120周年記

念誌―誠のあゆみ、未来へつなぐ―』を刊行し、空白の

ときを含む120年の歩みを振り返った次第です。

　記念誌編集の母体として、祖父江憲治副学長（当時）

を部会長とする史料整備専門部会が組織され、第1回の

部会が開かれたのが平成27年（2015）7月14日のことで

す。その席で、従来の年史のスタイルではなく、写真を多用

した読みやすい形式にするという編集方針が決められま

した。その後「創立120周年記念誌編纂に係る編集委員

会」が編成され、1年6か月にわたり、資料の収集・整理・

原稿執筆の作業が行われました。

　学内の関係諸氏はもとより、圭陵会会員の皆様をはじ

めとして、学外の多くの方々に多大なるご協力をいただき

刊行まで漕ぎ着けることができました。ここに記して、心よ

り御礼申し上げます。

平林 香織


